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ショナルとなったのは間違いない。
初の次世代電動ガン登場から10年が経
ってようやくのモデルアップ。根強い
人気を持つモデルなので、もっと早い
段階で製品化されるのではと思ってい
たが、10年という節目を狙って、合わ
せて製品化したのであれば、さすが東
京マルイといったところだろう。

◆　　　◆　　　◆

　シンプルで耐久性に優れたAKシリ
ーズは世界中で最も製造されたア

次世代電動ガン登場10年目に
して生まれる節目のモデル

　次世代電動ガンの第1弾となる
「AK74MN」が登場したのは2007年の
ことだった。
　あれから10年、節目となる年にニュ
ーモデルとして「AK47」が発表される
とは、誰が想像しただろう。トイガン
ユーザーの間では発売が待たれていた
機種だけに、今回の全日本模型ホビー
ショーでの発表はかなりのセンセー

●Text & Photos：小林 拓　撮影協力：首都圏外郭放水路（協力：国土交通省 江戸川河川事務所）
問東京マルイ TEL03-3605-3312   www.tokyo-marui.co.jp

ファンが待ち望んだ、
東側を代表するアサルトライフル
AK47が、次世代電動ガンで
いよいよ東京マルイから登場!! 

サルトライフルとして知られてい
る。その数はオリジナル、コピーモデ
ルを含めると1億～数億挺ともいわれ
ている。理由としては、まず第一に構
造のシンプルさがあるが、それに加え
て製造コストが安く済むという点も
ある。構造がシンプルなのでパーツの
点数が少なく、結果として製造コスト
を減らせるのだ。
　シンプルな構造というのは、製造コ
ストを抑えられる反面、コピーしやす
く、かなり粗悪なモノも出回っている
と聞く。カタチこそ同じAKでも、製造
国が違うと、作動性や命中精度に差が
出てしまう。とはいえ、そういった多
くのコピーモデルが出回ったこともあ
って、AKシリーズは全世界的に有名な
アサルトライフルとなったのだ。

ディテールの徹底的な
作り込みが、リアリティを生んだ

　今回、次世代電動ガンとしてAK47を
製品化するに辺り、東京マルイではさ
まざまな資料を再検討し、さらには無
可動実銃を入手して、その細部まで忠

実に再現した。同じ機種をモデルアッ
プしているので、見た目こそスタンダ
ード電動ガンと変わらないように見え
るが、全くの別モノに生まれ変わって
いる。
　次世代電動ガンの代名詞ともいえる
リコイルショックはダミーボルトと連
動しており、実銃同様の激しいリコイ
ルアクションを楽しむことが出来る。
さらに初搭載された「オートストップ
機構」により、マガジンが空になると
ボルトハンドルがオープンボルトの位
置で停止する。ボルトストップを解除
するには、ロードされたマガジンを装
着し、ボルトを引き下げてコッキング
アクションを行なうことで解除出来る。
モチロン、マガジンに内蔵されたオー
プンストップキャンセルスイッチを解
除すれば、オートストップ機構をオフ
にして射撃を楽しめるなど至れり尽く
せりだ。さらに、メカBOXも各部を見
直し、リファインされている。
　次世代AK47用に新規設計された90
連マガジンは緩いカーブを描いており、
AKシリーズの特徴を良く再現してい

特別編

新登場  東京マルイ
次世代電動ガン
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オリエント
シールド2017
1987年に開始され今回で36回目となる日米共同訓練「オリエントシールド」。
日米同盟の強化、相互運用性の向上、実施部隊の練度向上を目指し、毎年実施されている。
そんな中、今回は、ストライカー装甲車が来日した。それも朝鮮有事には、
真っ先に陸戦部隊の中核として派遣される第１ストライカー旅団戦闘団である。
さらに空から日米部隊を守るため、AH-64Dも参加。
これまでにない実戦的な訓練となった。
写真・文／菊池雅之

（写真大）敵が潜伏する建物を目指す米軍部隊。
扉を蹴り破り、なだれ込むように突入していく。
各自がそれぞれの位置を警戒し、全周囲に目を
向けているのが分かる。
（写真小）来日を果たした第25航空連隊・第1攻
撃偵察大隊（ARB）のAH-64D。機関砲の射撃訓
練も行なわれた。拠点はアラスカ州にある。

66 67



全日本模型ホビーショー
2017

●Photos＆Text by Taku

日本国内で開催される大きなホビーショーは3つ。
1つ目が「静岡ホビーショー」、2つ目が「東京
おもちゃショー」、そして３つ目が毎年9月から

10月にかけて開催される「全日本模型ホビーショー」だ。
　毎年、この時期に開催されるこのイベントには、国内
外の模型やラジコン、塗料、出版など、ホビー全般に関
連する多くのメーカー集まる事で知られている。
　国内の有名メーカーが一堂に会するとあり、気になると
ころはたくさんあるが、本誌読者的に注目したいのは東京
マルイのブースだろう。スクープや新製品のコーナーでも
紹介しているが、今回も目玉となるモデルが続 と々発表
された。次世代電動ガンの最新作AK47にはじまり、ハ
ンドガンではM&P 9LやUSP、電ブロのハイキャパ4.3、
マイクロプロサイトなどなど、見応えはバッチリだったと言
えるだろう。
　個人的に気になったのは「マイクロプロサイト」だ。東
京マルイのオプティカルサイトは価格的にもリーズナブル
で良い製品が多い事で知られている。以前はモックアッ
プのみの発表だったが、今回は量産に近いモデルを見る
事が出来た。こうした類のダットサイトは軽い反面、精度
が低かったり耐久性に難があるなど、あまり良い話を聞か
ないが、この「マイクロプロサイト」は東京マルイが製
作しただけに完成度も高く、この金額でこのクオリティの
製品を完成させた技術力の高さに驚かされる。
　他にも、リトルアーモリーでおなじみのトミーテックやゴ
ッドハンド、タミヤ、アオシマなどといった注目のメーカー
が数多く出展していた。
　トイガンメーカーに限らず、東京マルイのようなところは
こうした会場で新製品の発表を行なう事が多いため、ユ
ーザーとしてはついつい足を運びたくなってしまう。会場
に足を運ぶ事で、いち早く情報を得られるだけでなく、実
際に手に取って体感出来るというのも、こうしたショーの
特徴でもある。誌面やネットだけでは味わえない雰囲気を
堪能するためにも、ぜひ体験してみて欲しい。
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速報でも紹介した次世代電動ガンの最新モデ
ル「AK47」。根強い人気を持つモデルだけに
ヒット間違いナシだ。

トッピング全部載せ状態のSGR-12。総額いく
らになるのやら想像もつかないが、これはこれ
でカッコ良い。

そしてこちらも専用マウントによりマイクロサイト
を搭載したUSP。アクセサリーパーツの展示も行
なわれている事から考えても、発売はかなり近い。

次期ガスブローバックモデルのラインナップ。昨年までは全てグレーのモック
アップだったが、今年はひとつ製品化された。

電動ブローバックハンドガンの最新モデルは「ハイキャパ4.3」が発表
された。コンパクトで扱いやすそうなモデルである。

今回のPVでモデルを務めていたMIREIさんとぴっちょによ
るツーショット。美人さんが2人並ぶと実に絵になります。

発売までカウントダウンとなった『バイオハザード』初の大型モデル「ト
ールハンマー」。詳細についてもかなり具体的になってきた。

トールハンマーは
こんな立派なハー
ドガンケースに収
められる。購入を
考えている人は今
から億場所を確保
しておいた方が良
いだろう。

会場内ではマイクロプロサイトを
搭載した状態のM&P 9Lも展示さ
れていた。かなりのローマウント化
になるのでオープン感覚で狙える。
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